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つくば市豊里の社三丁目ふんわリタウン建築協定

(目 的)                             ヽ

第 1条 この協定は,建築基準法 (昭和25年法律第201号。以下「法Jと いう。)

第 4章及びこれに基づくつくば市建築協定条例 (平成元年つくば市条例第oO号 )

の規定に基づき,第 4条に規定する建築協定区域 (以下「協定区域」という。)

_内における建築物の敷地,位置:構造;用途,形態,意匠及び建築設備に関する

基準を定め,快適な住環境を高度に維持増進することを目的とする。

(用語の定義)

第 2条 この協定における用語の意義は,こ の協定に特段の定めがない場合には,

法及び建築基準法施行令 (昭和25年政令第338号)に定めるところによる。

、 (名 称)        、

第 3条 この協定は,「つくば市豊里の社三丁目ふんわリタウン建築協定」と称す

る.6            フ                         ｀

(協定の区域)

第4条 この協定の目的となる土地の区域は,別添協定区域図に表示するつくば市

豊里りⅢ二丁目574番35,同番身6及び577番 37の区域とする。

(協定の締結)       ′

第 5条 この協定は,'法第76条の3第 1項の規定に基づき,野堀喜作が設定し,協

定区域内の土地の所有者及び建築物の所有を目的とする地上権又は借地権を有す

る者 (以下 F土地の所有者等」という。)と なつた者に承継する。

'(協定の効力)            Ⅲ

第 6条 この協定は,つ くば市長 (以下「市長」と
′
いう。)の認可の公告 (以下「認

可公告」という。)のあった日から起算して 3年以イ内において,建築協定区域内

の土地に2以上の土地の所有者等が存することとなった日から効力を発する。

(協定の変更及び廃止)

第 7条  この協定の内容を変更しようとするときは,土地の所有者等の全員の合意



をもつてその旨を定め,市長の認可を受けなければならない。

2 この協定を廃止しようとするときは,土地の所有者等の過半数の合意をもつて

その旨を定め,市長の認可を受けなければならない。

(建築物等1の基準)

第 8条.協定区域内の建築物の敷地,位置,用途,形態及び意匠については,次の

各号に定める基準によらなければならない。

(1)建築物の用途は,・ ■戸建て専用住宅とすること。

(2)建築物の階数は,―地階を除き3以下とすること。・

(3)建築物の建築面積の敷地面積に対する割合 (建ぺい率)は ,10分の5以下と

すること。

(4)建築物の延べ面積の敷地面積に対する割合 (容積率)lま ,10分の10以下とす

ること。

(5)建築物の高さは,地盤面から10.0メ ー トル以下とし,建築物の各部分の高さ

は,肖該部分から前面道路の反対何の境界線までの水平距離に1.25を 乗じて得

た数値以下及び当該部分から前面道路の反対側の境界線又は隣地境界線までの

真北方向の水平距離に1.25を乗じて得たものに5.0メ エ トルを加えた数値以下

とすること。         1',           
 `'

(6)建築物の敷地面積は,300平方メー トル以上とし,認可公告時の区画を分割

しないものとする。ただしメ都市計画法イ1基づなく開発行為の許可を受けて行う

区画の変更は,こ の限りでない。

(7)建築物の外壁又はこれに変わる柱の面から隣地境界線までの距離は,1,0メ

― トル以上としぅ道路境界線までの距離は,1.5メ ー トル以上 (すみ切 りの部

分については,10メ ー トル以上とする。)と すること。ただし,建築物又は

建築物の部分が次のいずれかに該当する場合は,こ の限りでない。

ア 物置その他これらに類する用途に供 し,軒の高さが2.3メ ー トル以下で ,

かつ,床面積の合計が 5平方メー トル以内であること。



イ 出窓,戸袋又はバルコニーの部分

ウ 外壁又はこれに代わる柱の中心線の長さの合計が3.0メ ー トル以下である

工 地階の部分                            t
(8)道路び隣地に面する囲障 (門 を除く。)は ,原則として生垣とする。生垣以

外のものとする場合にあつては,高 さ1.2メ ー トル以下の透視可能なフェンス,

金属さくその他これらに類するもの (高 さ0.6メ ー トル以下のコンクリー トブ

ロック,レンガ及び石積等を基礎部分にすることができる)と しなければなら

ない。

(9)擁壁等は築造しないものとする。ただし,認可公告時に法面であつた部分に

ついては,構造上安定した擁壁 (コ ンクリ、― トブロック擁壁及び鉄筋コンクリ

ー ト擁壁等)を築造することができるも

(10)敷地内の地盤は,切土又は盛土により変更しないものとする。ただし,築

山等の築庭,駐車場,階段,ス ロープ等の築造及び前号に該当する擁壁の築造、

に伴う切土及び盛土については,こ の限|り でない。

(11)建築物等の意匠 (色彩を含む。)は,近隣との調和を図り,良好な町並み

●の形成に配慮するものとする。

(広告物等の設置等の禁止)          ヽ
、

第 9条 協定区域内においては,屋外に広告物その他これに類する物 (以下「屋外

広告物等」という。)を設置又は掲示してはならない。ただし,協定区域内にお

ける土地及び建物の販売の用に供するために設置する屋外広告物等で周辺の建築

物等との調和を十分に配慮した意匠
・
(色彩を含む。)を用いたものは,こ の限り

でない。

(有効期間)

第 10条 この協定の有効期間は,認可公告のあった日から起算して10年間とする。

ただし,こ の協定に違反する行為で,こ の協定の有効期間内にしたものに対する

こと。



第13条及び第14条の規定にっいては,有効期間満了後も,なおその効力を有する。

2 前項に定める有効期間が満了する日の 6か月前までに,土地の所有者等の過半

数から市長に対してこの建築協定廃上の申請がない場合は,有効期間が満了する

日の翌日から起算して更に10年間有効期間を延長するものとし,以降この例によ

る。

(運営委員会)

第 11条 この協定の運営に関する事項を処理するため,運営委員会 (以下「委員

会」という。)を設置する。

2 委員会は,協定区域内の土地の所有者等の互選により選出された委員若干名を

もつて組織する。

3 委員の任期は, 1年 とし,再任を妨げない。ただし,委員が欠けた場合の補欠

の委員の任期は,前任者の残任期間とする。

(役員)

第 12条 委員会に,委員長 1名 ,副委員長 1名 及び会計委員 1名 を置くと

2 委員長は,委員の互選とし,協定の事務を総括し委員会を代表する。

3 副委員長及び会計委員は,委員の中から委員長が委嘱する。

4 副委員長は委員長を補佐 し,委員長に事故があるときは,その職務を代理する。

5 会計委員は,委員会の経理に関する事務を処理する。

(違反者に紺する措置)

第 13条 この協定に違反 した者 (以 下「違反者」という。)がある場合は,委員
′
長は,委員会の決定に基づき,そ の違反者に姑し,文書をもつて,工事の施工

停止又は相当の猶予期間を付 して是正する為の必要な措置をとることを請求す

るものとする。

2 違反者は,前項の請求があった場合は,速やかにこれに従わなければならない。

(裁判所への提訴)

第 14条 委員長は,違反者が前条第 1項に規定する請求に従わない場合は,委員



会の決定に基づき,その強制履行又は違反者の費用をもつて第二者にこれを行わ

せることを裁判所に請求することができる。

2 前項の提訴手続等に要する費用は,当該違反者の負担とする。

(土地の所有者等の変更の届出)

第 1ヽ5条 土地の所有者等の住所又は氏名に変更があつた場合は,当該変更に係る

土地の所有者等は,その旨を委員会に届け出なければならない。

(補足)                             ′

第 16条 この協定に定めるもののほか,委員会の運営等に関して必要な事項は,

委員会が定めるものとする。

附 則

(経過措置)

1 第11条に規定する委員会が設置されるまでの間は,野堀喜作がこの協定におけ

る委員会の権限を有する。        ‐

(協定書の探管)｀
     ・

2 この協定書は,2部作成し,1部をつくば市長に提出し,1部を委員長が保管し,

認可公告後その写しを委員長が土地の所有者等の全員に配布する。
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´́ ŕrr. ‖〔

テ
ニ
ア
コ
ー
ト

′′/

/
申 至

固 □
/

一二
一ヤ

:∵芋●

じ
i国

だ苧A

孔
一　
　
　
　
　
　
．　
／

駐
暉
場 ,L__|

り
，４
上フ
巧 髯■

√
‐

□

‖
|

!

□

ム見

もくら公園

じ

回 |



14‐
1‐

ド

No.1

A408.07悧 ド

F‖ =26.5 No.2

A=908 09nド

F‖ =26 5

rrr「

H
H

A=6.00Hf

■■ ,嚇

公園

洋 133.12■ 1

聞立6.3

H
■立'1‐ュNo 3

A=308.03mド

F‖=26,7

rrr「

静
指

No,4

A=308 08mド

FH=26 7

No.5

A〓301 25mド

F‖=26 4

No.6

A=305.53mド

FH=26.4 A=42.50田ド

No 7

A=305.50mド

F‖=26.6

P

No 8

A■301 25mだ

F‖ =26.6
.●轡 」生健鯉 と▼とぃ

牡 蛎

「 章! SS可
,' ス ン ″ ん ト簿苺

イ

“

料

ド

胸

時

H
搭

No.9

A=907.56れド

FH=26.4

イrl

吋
Ц
I

No.10

A=007.55mド

F‖ =26 4

―  ,..ぉ

(天 )2123

■

７

・

望
‐
1・ュf

角

‖o.II

A葛07.54耐

F11=26 4

rlr耳

呵

筆

No.12

AF307.53mド

F‖=26.4

ド
〒
′手水M

―°セ?Vυ

萌 せ 9
フ

`` ′ 尋 線

嘉れパ∝
勇ば

‘Ｉ
Ｉ
強
いに
ド
峰
ド

‐
苺

中

う
‐

剖
莉
角

増

停

II

尋
01

1,‐―、二
|

|

1

1

1

鯛

5'相

◎

∈

凡 例

汚水管取出し VUΦ 150

給水管取出し 025

雨水桝   VUΦ 100

制水弁

「~｀｀`―――、__、
~｀

|｀ 一 、 _、
、 、

舌 ド

懲ヽ 生

,占 せ e
ア 6 フ 号 線 皇 幽

お翌

N

～0‐
K博‖1汚 水人孔天

'ヽ‖=26 →(II

:ε

`',

~`瑚
お

神

土 地 利 用 計 回 表

用  途 面 積 (πr) 比率 (X〕 偏  を

宅  地 0070 11 99 22
I?区 g
301うmi‐309∞ m'(平 r,306 34nt)

開発道隠 002 15 ,3 63
'月

発重:と  W・ 60(ゝュ,A・ 559 65nt
フクトパス W・2 Sdれ A=125(m'

公  園 133 12 301 lヶ 所

ゴ ミ集 積 場 6 00 lヶ 所

含   :十 4117 99 100 00

※側滞10m毎 に1笛所グレーチング蓋設置。

工 事 名 宅 地 造 成 工 事

図 面 名 土 地 利 用・ 造 成 計 画 平 面 図

鶴  所 つくば市豊里の社二丁目地内

協   尺 1:250 口面番号 No,5

武智測量設計株式会社
拭 智 英 利

をIt2 F


